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1．　実験の目的
セメントの密度は，コンクリートの配合設計時に必要不可欠な情報であるとともに，セメントの他の物理試験を行う際に必要となる基礎的な物性である．また，セメントの構成成分の違いにより密度は異なるため，未知のセメントの種類を推定することが可能である．さらに，セメントの密度を調べることで，セメントの風化の程度を知るための目安となることが知られている．このように，セメントの密度からはセメントの性質を知る上で様々な情報を得ることができるため，セメントの密度を測定する際には，正しく行う必要がある．

セメントの密度試験を行う目的としては2つ挙げることができる．第一に実験の方法を学ぶことである．上記のように，セメントの密度試験では正しい方法で正確な結果を得ることが求められるためである．二つ目の目的としては，セメントの性質について学ぶことである．セメントの密度試験において，セメントに触れ，扱うことを通して，その性質や特性について理解を深める．

2.　実験方法

実験に用いた器具は，ルシャテリエ比重びん，鉱油（灯油），はかり，水槽，温度計である．実験は，以下の手順で行った。
①フラスコの目盛250～251[ml]の間まで鉱油を入れた後，フラスコを水タンク中に静置した．鉱油の液面がほとんど変化しないようになった時，液面の目盛を読んだ．

②セメント試料を100[g]を少しずつ，静かにフラスコに入れた．全部のセメントを入れ終えた後，適当に振動を与えて空気を十分に追い出し，再びフラスコを水タンク中に静置した．鉱油の液面がほとんど変化しなくなった時，その液面の目盛を読んだ

③次の式により，密度を計算した．
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ここで，
[image: image2.wmf]r

は試料の密度 [g/cm3]，
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は鉱油液面の読みの差 [ml]，
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は試料の重量 [g]である．

試験は３回行い，0.01以内で一致したものの平均値を取って小数点以下2ケタにおさめた．

3.　実験の結果と考察

実験により得られた結果を表－1に示す．表より，本実験で用いたセメント試料の密度は3.15(g/cm3)であることが分かる．各種セメントの密度の一例1)を表－2に示す．一般的な普通ポルトランドセメントの密度は3.15(g/cm3)であることから，本実験で用いたセメントは普通ポルトランドセメントであったと推定される．

表－1　セメント密度試験の結果
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表－2　各種セメントの密度の一例（参考文献1から抜粋）
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普通

3.15

早強

3.13

中庸熱

3.21

低熱

3.22

高炉セメント

B

種

3.03

フライアッシュセメント

B

種

2.94

ポルトランドセメント

セメントの種類


今回の実験では，普通ポルトランドセメントとして妥当な密度が得られていたことから，実験は概ね正確に実施されたものと考えられる．若干の誤差が生じた理由について考察を行う．セメント密度は式(1)より求められるため，測定誤差の要因としては，次のことが考えられる．

1)試料の計量が不正確であったこと

2)ルシャテリエビンへ試料を入れる際の作業が不正確であったこと

3)空気の追い出しがの不十分であったこと

4)液面の読みの不正確であったこと

1)については，式(1)の分子そのものが変化するため，計量の不正確さが密度に直接影響することがわかる．2)については，試料がこぼれる等の原因が考えられる．試料がこぼれた場合は，液面の読みの差が小さくなるため，セメント密度が大きくなる結果となる．3)については，2)とは逆であり，見かけ上セメントの体積が大きくなるため，セメント密度が小さく評価されることになる．4)については，式(1)の分母が変化するため，1)同様に計量の不正確さが密度に直接影響する．とりわけ，鉱油は温度により体積が変化してしまうため，液面を読む際には同一の温度条件とすることが重要であるといえる．このように，測定誤差により得られる結果は大きく影響を受けるため，測定を行う際には注意深く行う必要があるといえる．
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